
－先生が変わる－

「学際的な単元の設計
(interdisciplinary units)を通じて、
教師が主体的になる」

大阪教育大学附属池田中学校

MYPC   鳥居 敦子



Agenda

１．本校の紹介

２．IDUとは

３．本校のIDUの実践

４．IDUを通した教員の学び
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自己紹介

役職： MYP coordinator 、３年生担任、研究部研修担当

担当教科：MYP LA

Community Project
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本校のあゆみ

昭和22年4月15日 池田市城山に開校（1年99名，2年132名）
昭和47年 校名改称 大阪教育大学教育学部附属池田中学校
平成 7年 国際枠が開設される
平成 8年 国際交流海外短期留学開始
平成16年         国立大学の法人化

 校名改称 大阪教育大学附属池田中学校
平成27年 Safety Promotion School 国内初認証
令和 2年１月 IB(International Baccalaureate)World School

MYP認定校

＊創立79年目
＊卒業生 11,727名(１～75期生)

府立海外商業学校



大阪教育大学附属池田中学校の概要

自主自律の精神の育成教育目標

国際教育

将来、グローバルに活躍できる
生徒の育成を目指しています

学校安全



探究的な学び

共生の心

信念に基づく行動

IB 

World 

School

MINISTRY OF EDUCATION

CULTURE,SPOTRTS,

SCIENCE AND 

TECHNOLOGY-JAPAN

IB教育と学習

３つの教育方針

将来、グローバルに活躍できる生徒の育成を
目指しています

https://www.mext.go.jp/index.htm
https://www.mext.go.jp/index.htm


本校の特徴
教育大学附属校

人事交流

教育実習生

生徒数：3学年 432名

（中学入試で入学：半分強、附属小学校から進学：半分弱、

国際枠8名以内）

教員数 31名（養護教諭・司書を含む）



IDU(学際的単元)に
          ついて



MYPの授業
Math   ・Science ・Individual and societies 

Language and literature    ・Language Acquisition

Arts ・Design    ・Physical and health education

 ＋

IDU

Community Project、Personal Project

 +SA



IDUとは何なのか？

ガイドによると

2つ以上の確立された専門分野の概念、方法、また
はコミュニケーションの伝達様式を統合し、新しい
ものの見方を構築することを目指している。



学際分野とはそもそも・・・

何らかの社会的な課題があって成立した、
課題解決思考で作られた分野

→宇宙開発という課題
複雑な問題のシステム分析を行う場合に1
つの学問領域または専門分野の知識・経
験では不十分で、多くの異なった境界領
域の学問専門知識が必要になる



学際分野

人工衛星開発
→天文学、地球物理学、生物学、病理学、電

子工学、通信工学、機械工学など、多数の学問
領域が集まって成功した。

学問上の課題

社会に課題として認識されて
いるものを解決する



現代社会で問題となっていることに
対して

具体的な課題解決を考える

IDU

世界で活躍するには、
課題解決思考が大切！！

OECDの調査によると、日本人は協力して課題解決をするのは得意。でも、現代社
会で問題となっている課題に向き合っているか？向き合っていても解決策を考えて
いるか？



IBにおけるInterdisciplinary unit とは
目的：現代における様々な問題を、いろいろな角度から解決する方

法を身に着ける。

生徒にとってのメリット：

①様々な知識を使って、新しい理解をすることができる。

②心理面でも柔軟性を持つことができ、生涯教育につなげるこ

         とができる。

③実際に世界で問題となっていることに取り組むことで全人教

        育につながる。

④より高度な認知プロセスをすることで、深い学びに結び付け

        ることができる。



計画の仕方①

ブレインストーミング
現在社会で問題になっていることで
生徒が対策を考えられることは何か。

目的を考える
学際的単元としての重要概念・関連
概念・グローバルコンテクストを設
定する。

探究の問いを設定する



計画の仕方②
総括的課題（パフォーマンス）の
設定：社会問題の解決策

各教科のcontentを決める。
教科の基礎的な知識を身に着けるため。
ATLスキルを身に着けるため。
各教科どのCriterionのどのstrand
を使うのか。

各教科で形成的評価を決める。

このユニットでミニ総括的課題行う
教科があるならその計画。



授業設計
統合の目的を考える：世界的に問題となってい
ることを解決する

重要概念・関連概念・グローバルな文脈（探
究例）を決める

探究テーマ（SOI)を決める



授業設計

各教科に探究の問いを振り分ける

探究の問いを考える：事実的、概念的、議論的

探究テーマ（SOI)を決める

＊重要概念に関するものは全教科、関連概念は
各教科で分ける



授業設計

各教科に探究の問いを振り分ける

各教科、それぞれの探究テーマ（SOI）を決める

＊重要概念に関するものは全教科、関連概念は各
教科で分ける



授業設計

必要なATLスキルを各教科に振り分ける

各教科の授業内容を考える、全体の総括課題にむけて、そ
れぞれの教科でどう形成評価をするのかを考える

総括課題を何にするのか考える。その際に必要
なATLスキルを考える。全スキル



IDUで大切なのは、課題設定

①１つの社会的問題をニュースからとりあげ、

→宇宙開発、環境問題、食糧問題、気候変
動、核軍縮

②それを多角的にみて解決方法を考えられる
ように、教科を組む。



本校での取り組み

1. IDU企画委員会の発足

IDUのワークショップをPLT会議での説明＆企画委員会の発足

２．委員会内での話し合い（２～３時間ぐらい）

何を本校のIDUの軸にするのか

→「総合的な学習の時間」を使うので、本校の特徴である、

「安全教育」をトピックにしよう

Art, Designなどの最終表現ができそうな教科の教員から、

どのような作品が最終的にできそうか案をもらう→原案作成
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本校での取り組み

３．職員研修（２～３時間ぐらい）

IDUの授業の作り方や、本校での内容などの説明

原案の提示、改善案・再案を募る

→各学年の担当教科を決める

４．割り振られたチームに分かれて、協働設計（随時）
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大阪教育大学附属池田中学校では・・・

1年：災害安全（家庭科・数学・英語・（国語））

2年：生活安全（理科・技術・体育・美術・数学）

3年：平和（社会・英語・音楽）

Advanced Safety Promotion school



総括課題（１年）



総括課題（２年）

←実際に貼ったピクトグラム



総括課題（３年）卒業式での歌唱



例１ １年生

28



１年生：単元構成



デザイン（家庭科）



数学



言語習得（英語）



数学のデータによる材料を使って英語
でレシピを書き、家庭科で調理実習



国語



例２： ３年生
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３年生：単元の構成
単元名 音楽を通して平和の願いを届けよう

探究
テーマ

平和を実現しようとする信念は、
グローバルな相互作用や空間・時間・場所を超え

た先に形成される。

重要概念
グローバルな

相互作用
関連概念 時間・空間・場所

グローバルな文
脈

個人的表現と文化的表現

探究例：信念



総括的課題
平和への思いを発信するために，
平和の願いを込めた歌を創作し、披露する

社会

歌の背景にある

時代に関する知識

平和を定義

英語

平和を願った

英語の歌・

作詞の方法

音楽

創作の技法

① 個人で
サビの歌詞（英語）とメロディーを（８小節）創作

②４人１組で
サビの歌詞（英語）とメロディーを（８小節）創作

③曲に込めた思いを書いたパンフレットを作成

④附中７５期コンサートを開催し楽曲を披露

⑤一番多くの人の心に届いた楽曲について有志でフ
ルコーラスの作詞・作曲し、
卒業式で合唱



社会（歴史的分野）

• 問い

• 「第三国として、戦争や平和に向き合うとき、
どのようなことが私たちにできるのだろう
か？」

• 背景：日本は平和憲法のもと、戦争の当事者
になる可能性が低くなった。一方で、世界で
は、多くの戦争・紛争が起こっている。日本
の現代的分脈で考えることをねらいとした。

• 授業の概要

①（漫画）ベトナム戦争のボートピープル

②ベトナム戦争の歴史的経緯

③イマジンの社会的背景

④日本の難民受け入れ状況

⑤問いについて考える

生徒の考え 例
第三国であるので、プロパガンダ等がない状況で客観的に戦争
についての情報を受け取ることができるため、戦争等にまつわ
るマスメディアのニュースを着目してみておくことで、戦争の
動向や被害情報を集め、何が起こったのかを知ることや記録す
ること。



社会（政治分野）

平和＝戦争がない状態？

・問い
「この写真はどのような場面で撮られたも
のだろうか？」
・背景
戦争で家族を失った子供の写真だけでなく、
差別や偏見に苦しむ様子を通して平和な状
態とはどのような状態か考える。
・授業の概要
ピューリッツァー賞の写真や差別や偏見に
伴う動画を見て多角的に平和を定義する。



英語
① 平和・戦争に関する英単語を４人班で協力して書き出す
② 平和に関する英語の歌（Imagine , We Are the World, Heal the World）  の歌詞から表現上の工夫
（韻・音節）や作詞者の思いを読み取る
③ 音節の数え方について学習する。

生徒例：平和・戦争に関する英単語

ワークシート Imagine



英語
④ 韻を踏んでいる単語を検索できるサイト（Rhyme Zone） や音節を数えられるサイト（How Many Syllables）

を活用しながら平和の定義に合わせて歌詞を個人で作成
⑤ 教師のフィードバックを受けて、個人の歌詞を書き直し

→

⑥４人班で個人の歌詞を組み合わせ、作詞する
      

生徒Aの作品 下書き1回目 生徒Aの作品 下書き2回目

If it rains on your heart

If everyday is  cloudy

Just call me 

Just lean on me

I’ll be there for you

If you are left behind

Even if you feel wrong

Trust yourself

Love yourself

You are needed 生徒Aの班の歌詞

生徒Aの歌詞をもとに
生徒Bの One day it’s cloudy
                       The other day it’s rainy 

という歌詞と組み合わせ
            ４人で推敲



音楽

①無伴奏の混声三部合唱『
Amazing Grace』を楽曲分析・
演奏表現し，テクスチュアの理
解を深める

②ハ長調の音階を使ってまとまり
ある旋律をつくる

③英語科の４人班で作詞したもの
を用いてまとまりある旋律をつ
くり、クラス内発表をする

い いずれかのパートが４分音符
で 動くことで拍を生み出し，２
通 りのテクスチュアが対照的に

現れる編曲になっている。

音階や音の繋がり方の特徴に
ついて，表したいイメージと
関わらせて理解し，創作表現を
創意工夫する。

歌詞に込めた思いと表し
たい音楽のイメージ(曲想)
を関連させ，これまでの
知識を生かしながら
創作表現を創意工夫する。



楽曲を紹介するパンフレット作成し、
各クラスで歌を披露

平和とは、
一人ひとりがそれぞれ違った「明日」を想像できる

世界

女声・男声それぞれが歌いやすい声の範囲を確
認しながら、（中略）明るく広がる未来を想像

できる歌にした。

数ある英単語の中からsyllableの数が同じもの
を選んで歌いやすさを重視したり、同じ意味な

ら綺麗な響きの語を選んだりした。

生徒作成パンフレットの例



作詞・作曲プロジェクトメンバーで
楽曲を完成 Googleクラスルームで

楽曲の案を交流

練習用音源を録音中



ちなみに今年度は
総合の時間・社会の時間を使った平和学習や平和の定義

↓

音楽の時間の旋律づくり（サビのみ）

↓

英語の時間での、出来上がった旋律への作詞（社会科を踏まえる）

↓

音楽の時間でのAメロBメロづくり

↓

英語の時間でのAメロBメロの作詞
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IDUを通した協働設計の成果

教科の壁を越えて会議や研修で学習内容について考えることはなかったが、自然発

生的に「どのようなカリキュラムがよいのか」「総括的課題を何にするのか」「ど

ういうプロセスで行うのか」を振り分けられた教科で話し合いを行うようになって

いった。自分の所属していない学年の教育カリキュラムについて話しをしたり，複

数教科で話したりすることは本校教員にとって初めての試みであり，最初は戸惑い

もあったが，活発に議論をする姿が見られるようになった。この機会があったこと

で，各教員が「生徒にとっての最適な学びとは何か」「学校が大切にしたいことは

何か」など，学習の価値づけをする習慣がつき，協働設計をする習慣がついた。 46



私たち教員の成長

47

以前：

職員室ではなく、教官室（教科の準備室）にこもる先生が多く、教科
同士の話はしていても、別の教科との話はしなかった。

現在：

職員室にいて、IDUの話のみならず、それぞれの教科がどんな授業を
しているのか、生徒がどんな反応しているのかを自然発生的に話す。

「今度、この授業をコラボしましょう」とか「これは〇〇の教科では
どうとらえていますか」という話をする。



「学際的な単元の設計
(interdisciplinary units)を通じて、

教師が主体的になる」

48



Thank you
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